
令和５年１０月２５日 -第２２９号-

事務所HP 事務所事務所
Twitter

能代河川国道事務所
http://www.thr.mlit.go.jp/noshiro/

Facebook【発行者】 国土交通省 東北地方整備局 能代河川国道事務所大館国道出張所
〒０17-０８６４ 秋田県大館市根下戸新町１－６８ TEL:０１８６-４９-０３２１／FAX:０１８６-４３-５８１９
当出張所では、国道7号(北秋田市今泉鳥越～大館市⾧走)と秋田自動車道(蟹沢IC～小坂北IC)を管理しています。

能代河川国道事務所では、電線共同溝を整備し無電柱化
をすることで、災害時における緊急輸送道路の確保、ならびに
安全で快適な歩行空間の確保を図ります。
また、大館市が推進している「歴史まちづくり事業」に基づき、
大館城跡と周辺の街なみの景観保全・景観に関する連携事
業として、良好な都市景観の形成に向けたまちづくりを支援し
ます。 無電柱化後のイメージ(⾧倉地区)

事業箇所の位置図 電線共同溝の整備イメージ

大館地区電線共同溝工事では、国道７号 大
館市豊町～幸町において、電線共同溝(特殊部・
管路)、歩道融雪設備などを整備しています。

施 工 前 施 工 中

現場代理人 山口さん 監理技術者 松橋さん

施工業者:花岡土建(株)よりコメント !

電力・通信線の地下埋設化の工事をしてお
ります。工事は狭い箇所での作業となります
が、歩行者・一般車両最優先で安全に作業
を進め参ります。地域の皆様にはご迷惑をお
掛けしますが、ご協力をお願い致します。
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ノズル１箇所あたり毎秒45㍑の水を噴霧します

訓 練 時 の 状 況 避 難 通 路 を 確 認 中

火災等による避難が必要な時に使用されます

ノズル

連絡通路

秋田県内では、毎年11月に入ると降雪や朝夕の気温
低下により、路面が滑りやすくなり、夏タイヤ使用によるス
リップ事故や、走行不能に陥る車両、ノロノロ運転による
渋滞発生などが非常に多くなります。
その対策として、平成16年度から初冬期の11月を「冬
タイヤ装着月間」とし、冬タイヤ装着率調査などの早期の
冬タイヤ装着を促す運動を実施してきております。

令和4年度 冬タイヤ装着率（国道7号矢立峠付近）
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秋田道(鷹巣IC～二井田真中IC間)にある摩当山トンネル(延⾧3,333m)には、万が一のトンネル
火災時に備え、消火活動を支援するための水噴霧設備が設置されております。
10月3日(火)にトンネル内で車両火災の発生を想定した水噴霧設備の操作訓練を行いました。訓練
には、能代河川国道事務所の他、大館・北秋田の両消防署、県警高速隊十和田分駐隊が参加し、お
互いの連携を確認し合いました。


